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　専門はと問われると，発達心理とか青年心理とか無難に答えてきました。高校生のころ
から，漠然と心の不思議を解き明かしてくれそうな心理学を学びたいと考えていました。
研究生活では，ニホンザルや保育園児の行動観察など，多種多様な研究に参加させていた
だき，並行して学生相談にも携わり，多角的な視点から「人間とは何か」を考えることがで
きました。しかしながら，生涯の研究の中心は，イメージしてきた心理学とは異なり，大
阪大学で前田嘉明先生・澤田昭先生によって長年研究されてきた発達加速現象の心理学的
研究でした。身長や体重の時代的な増加や思春期変化の低年齢化の原因や影響を考えるも
のです。栄養が原因と考えられがちですが，原因は解明されていません。ちなみに，男性
の平均身長が180cmを超えるような現代の北欧の人たちの高身長は100年以上かけて到達
したものです。一方，日本女性の平均身長は，北欧の女性よりも低身長ですが，思春期変
化の時期は早いと考えられています。発達心理学の定義では，青年期の開始が早いことに
なります。二次性徴も対象としたため，研究自体も困難な面がありました。思春期・青年
期の発達と性の問題は切り離せない重要な課題です。しかし，日本の社会では性に関する
タブー意識が強く，性に関わる領域の研究が難しい現状があります。
　思春期変化の年齢は，性差，個人差，集団差，時代差などがあり，さらには進化の中でも
変化してきたもので，生物学的にも，心理学的にも，各個人にとって意味のある指標と考
えられています。発達加速現象の研究からも，身体のみならず，人間の心理や行動にも系
統発生（進化）と個体発生（発達）の両視点が必要と考える比較発達心理学的な視点も重要
と考えられます。発達加速現象そのものは，私たちの研究でも時代的変化が停止傾向にあ
ると推定され，興味・関心が低下していると思われます。しかし発達加速現象は，いわば
発達変容現象の一側面として考えることができます。家庭環境が思春期変化の時期に影響
するというJ・ベルスキーなどの進化発達心理学的視点やヒトは成長・成熟の時期や順番を
変化させながら進化してきたとするヘテロクロニー（異時性），さらには，性成熟の早まり
の否定的な影響も指摘される健康科学的な視点のような，新しい枠組みから見直すことに
より，今なお，可能性を秘めた研究だと考えています。学際的な視点からの研究が求めら
れていると思います。




